
広島の地理教育憩静会(1990- 2012年)と新潟地理萩帝会設立

一附 :米国向け 『日本地理』開発教材 ｢地震と都市｣-

志村 喬 (上越教育大)

Ⅰ.はじめに

1990年 1月,広島で中山修一先生 (広島大学教育学部)を中心に,地理教育懇話会が

設立された｡この研究会は,月例研究会のみならず様々な国際プロジェク トも積極的に遂

行 し,日本の地理教育-多大な影響を与えてきた｡新潟地理談話会の設立も,ささやかで

あるがその一つである｡残念ながら,地理教育懇話会は,中山修一先生並びに設立以来ず

っと会の運営を務めて下さった和田文雄先生 (広島大学附属福山中高等学校 ･福山大学非

常勤講師)･湯浅清治先生(広島大学附属中高等学校)がご退職になった2012年 3月の｢197

回地理教育懇話会｣をもって幕を閉じた｡この最終回には私も参加 し,永年にわたる継続

的活動が生み出す素晴らしい成果を再認識した｡そこでこの機会に,地理教育懇話会と私

のかかわりや新潟地理軟話会設立に関する私的解釈を述べる｡同時に,国際プロジェク ト

である米国向け 『日本地理』開発教材 (未刊行)で,私

が分担した単元の教材 ｢地震と都市｣を資料として附す｡

なお,地理教育懇話会は,2000年から 『地理教育フォ

ム屯仲 伽 l事21Jalfl)
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懇話会のホームページ (http:〟www.esd_ge.graph,.con/)は現 芸竺二ここ-
在も開設 されてお り,そこには会の趣旨 ･活動成果など 慧 山 野軍二側 誓γ で ●
様々な情報が公開されている｡例えば上記報告書は,2009:慧:.
年度からは web出版物 『地理教育 ･ESD フォーラム 電 漂芸三
子版(2010年 2月創刊)』 として継続されてお り,従前の :≡㌘㌍
紙媒体のフォーラム (第 1号～第 9号)も PDFで閲覧で

きる1㌔ 誌名にESD (EducationforSustainableDevelopment:

｢持続可能な開発のための教育｣/｢持続発展教育｣)が加

わっているように,今次改訂学習指導要領で新 しく取 り

入れられた ESD の学校教育-の導入に早くから取 り組ん

でお り,日本の ESD では主導的存在である 2)0

それは,ホームページにおける ESD 関連情報の

充実度やページ閲覧数,そ して次の出版物に如

実に示されている｡

中山修一 ･和田文雄 ･湯浅清治編(2011年 1月)

『持続可能な社会と地理教育実践』古今書

院,ISBN978-4-7722-4143-4

中山修一 ･和田文雄 ･湯浅清治 (地理科学学会

地理教育 ･ESD研究グループ 地理教育懇
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(httD://ww .esd-geography.com/)



話会)編著 (2012年 4月)『持続可能な社会をめざす 地理 ESD授業ガイ ド』啓文
社,ISBN978-4-905346-03-6

Ⅱ.地理憩話会との出会い-1992年 8月,コロラド州ポルダー

広島で地理教育懇話会が設立された頃の私 (1989- 1992年度新潟向陽高校勤務)は,『新

潟県高等学校地理学習帳』(1989年 4月初版)編集を終え,地理教育理論学習の必要性を

感じるものの,何から手を付ければ良いのか分からない状況だった｡それを察してか,1990

年の日本地理学会秋季学術大会(上越教育大学会場)で,恩師である中村和郎先生は,｢ア

メリカ合衆国では,地理教育の復興運動というのが進んでいるそ うですよ｡ これが,その

重要文書のコピーです｡よかったら読んでみて下さい｣と『地理教育ガイ ドライン』(19糾)

を渡してくれた｡ しかし,その時は,この文書の意味も意義も分からない始末だった｡

しかし,フルブライ ト･プログラム上級研究員として全米地理教育復興運動の拠点の一

つであるミネソタ大学に滞在調査 (1987- 88年)された中山修一先生が,1990年に地理

懇話会を設立するとともに,1991年 5月 『地理にめざめたアメリカー全米地理教育復興

運動-』を古今書院から出版 した｡この本は,『地理教育ガイ ドライン』の訳文だけでな

く,なぜ同ガイ ドラインが作成されたのか,同ガイ ドラインは地理教育にどのような影響

をあたえているのか,そしてアメリカ地理教育では今何が起こっているのか,を明確に教

えてくれる地理教育の教科書であった｡同書に対するこのような思いは,千葉県で高校地

理教員になっていた安藤清先輩も同様で,手紙をや り取りするにつれ ｢実際にアメリカ-

行って復興運動を見てこよう!｣との決意に繋がっていった｡

1992年 8月,安藤清先生と私はアメリカ合衆国コロラド州のポルダーにいた｡8月 2日

(日)から 7日 (木)にかけてコロラ ド大学で開催される国際地理学連合(IGU)地理教育

委員会(CGE)大会に参加するためである｡ 初めてのアメリカ合衆国であり,参加 した発表

･講演 ･巡検はどれも大変刺激的で勉強になるものだった｡しかし,その後の学習 ･研究

において大きな意味を持ったのは,日本からの参加者に会い,交流が始まったことであっ

た 3)｡とりわけ,中山修一先生と一緒に参加 していた地理教育懇話会メンバー,和田文雄

先生,天野真哉先生 (広島県立安芸高等学校),高田準一郎先生 (広島大学附属中高等学

校),柳内賢先生 (賢明女子学院高等学校 :兵庫)は,同じ高校教師であり,年齢も比較

的近い (当時の私は31歳)ことから意気投合 し,懇話会-参加することになった｡

Ⅲ.地理教育懇話会-の参加
帰国後,地理教育懇話会メンバーとなり,毎月の開催案内が届くようになった｡しかし,

新潟市 (1993- 2000年度新潟西高校勤務)からの往復は時間的にも費用的にも容易では

ないO したがって,参加は,いくつかのプロジ主ク ト遂行の分担にかかわる内容に限られ

るのが実際であった｡会は広島大学附属中高等学校を会場として土曜 日に開催されていた｡

したがって,参加の時は,金曜夜 10時半位に新潟駅前を発車する大阪行き夜行バス ｢お

けさ｣ に乗 り,翌朝に新大阪から広島-新幹線で移動｡復路は,新大阪まで戻 り,新潟行

き夜行急行 ｢きたぐに｣ で朝帰越だった｡

1)ウエスタン ･ミシガン大学夏期地理教育研修会参加 (1994年 各月 1日～ 冬日)

1993年春,アメリカ地理学会主催の日米地理教材共同開発プロジェク ト ｢ウエスタン
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･ミシガン大学夏期地理教育研修会｣参加の誘いが,同プロジェク ト日本側窓口の中山修

一先生から届いたoこの企画は,日本側メンバー全員 (二十数名)の往復航空券代金を含

む交通費 ･食費等が全て支給されるもので,まるで夢のような研修機会である｡もちろん,

即座に参加を決意した｡

プロジェク トの目的は,アメリカ合衆国及び日本の地理に関する中等地理教材の共同開

発であるo米国向け日本地理教材は 『ARGJA (『新 日本地誌』:ActivitiesandReadingsinthe

GeographyofJAPAN))』と題され,私は第 1章 ｢日本の自然環境と自然観 :快適居住場所

の創造と発展｣の第4節 ｢地震と建築物規制｣を担当テーマとして与えられた｡当初は,

新潟地震を主事例に教材開発を進めたが,アクティビティのために将来的な地震被害想定

データが必要となり,事例を東京都にするとともにテーマも ｢地震と都市｣に変更した｡

何故ならば,建築物規制についてはほぼ解決済みであることと,東京都には地域メッシュ

単位の地震被害想定のみならず,被害想定の根拠空間データ (人口密度図,木造家屋率図,

等)があり,それらの重ね合わせ作業による地理思考活動ができるからであった｡新潟か

ら都庁-でかけて聞き取り･資料購入をしたり,学生時代に教わった中林一樹先生 (現明

治大学特任教授 ･人と未来防災センター (神戸市)上級研究員)から関連資料を送っても

らったりしながら開発 した試行教材を用意 しての渡米であった｡

ただ,現地では開発教材の報告よりも,広大な敷地をもつウエスタン ･ミシガン大学 (ミ

シガン州カラマズー)に驚いたり,ミシガン湖での遊泳挑戦,さらにはプログラム実行委

員長ス トル トマン教授邸での交流会などの体験が強烈な印象として残っている｡研修会終

了後は自由行動になったので,天野真哉先生とカナダ国境のナイアガラの滝 ･ニューイン

グランドのボス トンを回ってから帰国した｡ナイアガラから日帰 りトロン ト往復,ボス ト

ンからのケープコツド往復はじめ,得がたい体験ばかりだった｡この時のアメリカ経験 (珍

道中)は,8 mm ビデオで撮影 した映像 ･スライ ド写真とともに,その後の地理授業で大

いに役だった｡

また,田部俊充先生が,当時,我孫子市立湖北小学校教諭として参加 していた｡田部先

生は,その後上越教育大学に着任され,渡米調査を含む ｢米国理解教材開発プロジェク ト｣

はじめその後の研究で大変お世話になったが,最初にお会いしたのはまさに,この地理教

育懇話会のプロジェクトの場であった｡

2)ARGtlS教材の訳出作業 (1995年～ 1996年)

私費負担なしでアメリカ研修させてもらったこともあり,帰国後はより積極的にプログ

ラムに取り組むことになった｡ 日本の地理教材開発と並ぶもう一つの事業は,アメリカの

地理教育復興運動の理論的支柱である ｢地理の 5大テーマ｣をふまえ,アメリカ地理学会

らが開発した教材 『ARGUS(アルガス :ActivitiesandReadingsintheGeographyofUnited

States)』の翻訳 ･出版であったoバックボーンテキス ト,教師用ガイ ドを分担して翻訳し,

広島の地理教育懇話会では毎月相互検討していた｡遠方の私も,単元 P｢インフラス トラ

クチャー :交通網-の投資｣を分担した｡訳出は,英語の勉強になっただけでなく,地理

教育で扱 う内容と視角の幅広 さ (日本以上に社会問題を積極的に教材化)や,教科教育的

な用語の使用方法 (例えば,usA 教科教育での ｢理論 ･原理｣ 等の意味内容)が,新鮮

であった｡翻訳された量が膨大であったこともあり出版は叶わなかったが 4),この経験が
その後に活きたのは私だけでないはずである｡
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3)ARGJA教材 r地震と都市｣ の日米地理教師広島夏期研修会での発義 (1995年 7月 28

日～8月 10日)

ウエスタン ･ミシガン大学での夏期研修会から-年後,今度はアメリカの地理教師を日

本 (広島)に招いた共同研究会が開催された｡会場が,広島市であることから広島の先生

方は準備 ･運営で大活躍された｡一方,新潟にいる私ができることは,日本側教員として,

期間中は参加すること位でしかなかった｡そこで,完成度は高くないにもかかわらず,日

本側教材の一つとして開発 してきたARGJA教材 r地震と都市｣ (附属資料として掲載)を

発表 した｡初めての英語での発表体験であり,英訳 した文書及び OHPに頼 りながらどう

にか終えた後,アメリカ側教員から質問を受けた｡内容は ｢最後に 『東京は来るべき地震

対策としてなにをすべきか話 し合 う｡』としているが,具体的にはどのような展開を考え

ているのか｡｣ とい うものだった｡質問の意味は分かったものの,結局は ｢オープンエン

ドで云々･-･｣といった回答しかできなかった｡今振 り返ると,教材開発で止まっており,

具体的な授業開発まで進んでいなかったことが,質問者を満足させる鋭明ができなかった

原因である｡

ただ,この教材をいま振 り返ると,防災 ･減災地理教材としての価値は失われていない｡

2011年 3月 11日の東 日本大震災以後,持続可能な防災 ･減災社会の形成力育成がとりわ

け強く求められている現在,このような教材に最新のデータ ･知見を加えるだけでなく,

社会空間環境の組織 ･管理的視点 (例えば,土地利用規制の是非や方法)を組み込んだ地

理授業として再構成 ･発展させることが必要であると考えている｡

その他,この研修会巡検で私は初めて自動車工場 (マツダ)を見学した｡小学校社会科

授業で学んだ時以来,自動車産業は機械組み立て型工業で労働力指向型工業の典型と理解

していたものの,地方で育った私には自動車工場見学の機会はなかった｡この時の見学体

験は,あらためて自分の理解が実感を伴っていなかったことを痛感 し,社会科体験学習の

大切さを再認識する良い機会だった｡

Ⅳ.地理聴話会をモデルにした新潟地理談話会の構想 ･設立

新潟地理談話会の最初の集まりが持たれたのは 1996年 7月である｡本稿執筆まで意織

したことはなかったが,この時期は,ARGJA教材開発が私にとっては一段落 し,次の何

かを求めていた時であった｡そしてそれは,プロジェク ト生成の基盤 となっている自由に

地理教師が集 う場 ｢地理教育懇話会｣-の羨望であり,新潟における ｢場｣の実現になっ

ていったと考える｡新潟地理談話会の設立後,広島-の足は遠のいた｡ しかし,ほぼ毎月

届く会の案内は,新潟での活動-のエネルギー-と私の中では昇華 していった｡とりわけ,

中山修一先生から ｢志村さんも新潟で同じような会を立ち上げ続けられていますね.広島

も負けられませんね- ｣と聞いた時は嬉 しく,広島の 『地理教育フォーラム』を真似な

がら 『新潟地理フォーラム』を刊行することにも繋がっていった｡

Ⅴ.おわりに
地理教育懇話会は 23年間の幕を閉じたが,次の世代が新 しい活動をはじめようとして

いると聞く｡広島との絶対距離は遠いが,地理にかける思いは同じだ｡16年を過ぎた新

潟地理談話会との交流 ･発展をこれからも期したい｡
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第 197回地理懇話会(最終回)記念写真

左 :全体写真 右 :中山修一先生と筆者 (2012年 3月 24日,広島大学附属中高等学校にて)
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次ページ以降に付すのは,日米地理教材共同開発プロジェク トの米国向け日本地理教材

『ARGJA (新日本地理 :ActivitiesandReadingsintheGeographyofJAPAN)』で私が担当 ･開

発 した,第 1章 ｢日本の自然環境と自然観 :快適居住場所の創造と発展｣ の第4節 ｢地寮

と都市｣ の原稿である｡ 日米地理教師広島夏期研修会 (1995年)で発表 し,その後アメ

リカ側-捷出されたが,諸般の事情により 『ARGJA』は刊行されなかったO記録資料の意

味も含め掲載する｡

なお,掲載教材は,次の3部から構成されている｡

･日本語版 ｢本文(資料シー トの一部を含む)｣｢アクティビティ ･シー ト (一部のみ)｣

･英語版 ｢本文 (資料シー ト)｣

･英語版 ｢アクティビティ ･シー ト｣

1)地理懇話会の最終回に際しては,紙媒体で 『地理教育フォーラム 第 10号 (最終号)』(全 73ページ)が

発行された｡本号には,全 197回の発表者 ･穎目と,『地理教育フォーラム』第 1-9号並びに特別出版物

の目次が掲載され,上越教育大学図書館にも収蔵されている｡

2)2002年に国連総会で採択されたESDは,ユネスコが国際的に推進母体となっている｡地理教育懇話会代表

の中山修一氏は,日本のユネスコ国内委員会委員 (教育小委員会委員長)も務めた0

3)地理教育懇話会メンバー以外でも,太田弘先生 (慶鷹義塾ニューヨーク学院高等部),西脇保幸先生 (樵

浜国立大学),松村亮一先生 (山口県立下松高等学校 ･CGE日本連絡員)とも知己を得,研究交流を続ける

ことになった｡1992年のIGU･CGE大会参加の具体的な様子は,志村(1993a･b)に報告した｡

4)私の手元には,日米地理教材共同開発プロジェク ト･広島地理教育懇話会(1986年 11月)『ARGUS教師用

ガイ ド編 翻訳 第 1次原稿 (訳詩統一チェックのための仮製本版)』がある｡英 日両静を B4版用紙左右

に並べ対比できるような形態であるが,これだけでも18iページに連している｡
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ARGJAプロジェク ト ｢新日本地理｣ 担当 :志村轟

第 1牽 日本の自然環境 と自然観 :快適居住場所の創適 と尭展

約4帝 (20)地 寮 と 者β 市

｢テキス ト鮮艶文J

海域を含め 日本の面磯は世界面織の約1/200であるにもかかわず､そこでは全世界の

地舘の約101が発生 している｡年によって差はあるが､有感地轟は 1年間に500-1000回､

大きな被番を出す地勝は 2年に 1回程あり､日本は地凝固ともいわれる｡

日本に地震が多いのは､プレー トテクトニクス理漁では､次のように脱明されている｡

ユーラシアプレー トの鬼鵜には､太平洋プレー トとブイリッピン晦プレー トも(･りこん

でお り､この3つのプレー トの接合点は衆察周辺である｡この結果､プレー トがぶつか

り合 う位腔にある日本列島は､地殻運動か激 しく､大地虜や火山が多い｡

地形的には､韻土の70!が山地 ･丘陵であ り､残 りの海岸沿いの平野や山地の盆地 ･谷

底平野に多くの人々が爵位 している｡特に､主要な祢市は海岸近 くの沖構平野に多い｡

また､家屋は､山地の養沓な木材を利用 した2階建てまでの木遵家産が伝統的であ り､

現在も主流である｡従って､地藤牧藩としては､振動による建物の敵機の他､火災 ･津

波 ･山触れといった触感災害などがある｡

泉窮も過去何回か､大きな地番を綬敢 しているが､今世紀では1923年の閑寂大寮災の

被菌が大きい｡9月 1日正午近 く､東寮都心から南西約80bを藤源とする附.9の他者が

発生 し､尭額を姓 じめとした南開盤は爵鹿Ⅵの他藩にみまわれた｡死者 ･行方不明者は

開発地方を中心に14朗00人以上にのぼ り､魔窟だけでも約60000人であった｡東窮の場合､

地膚直後に100以上の地点で出火 し､完全に鉄火したのは約48時間後であった｡この間に

衆京市の発半分を焼失させ､多くの焼死者をだした｡

このように､他薦が多い日本では､早 くから地農災寓に関する対熊や研究が進め られ

てきた｡建築物には､耐粛規定が破 り込まれ､高層建築物の財務技術が確立される1963

年までは高さが約3lfbに制限されてきた｡地健筆を専門とする学会としては世界最初の学

会" 日本地粛学会吋も1880年に殻立されていた｡現在は､地溝予知研究が､国家的なプ

ロジェク トとして進められている｡

一方､1960年代以降の都市化の急激な進展､すなわち､従来利用されていなかったデ

ルタや丘陵地の市街地化.水適 ･儀免 といった供給システム (ライフライン)に依存す

る静市生活､最距鮮通勤を必要 とする軸外遠隔地まで選んだスプロール的な住宅地など

は､新たなタイプの地番災審をも生みだしている｡そんな状況下､東寮は関東大地濃の

ような巨大地賓にいつかまた報われるといった将来をもちながらも､依然として首都で

あ り､日本一の巨大都市である｡もし今度､巨大地辞に救われたら鬼京都どうなるので

あろうか｡ そして過去の地膚災寒に何を学び､どう地番を予防すれば良いのだろうか｡

-I-
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衣2 地震対韓に粥する串虫
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｢A くさt i v i t y 絹 ｣

0)アクティビティ名 ･東食細の地粛災藩を考える｡

1)概要 ･東京都23区域の自然条件と関東地辞の被脊状況を鰭まえ､

現在の地凍災番の危険産 ･披藩を健渡し､対韓を考える｡

2)学習目襟 ①束額に他者が多い理由を知る (place)

⑧来賓の地形と地裁被轟の関係を知る (relationships)

③東京の現状から想定される地裁地番を健蕗する(region)

◎東京の行うべき他者対熊を考える(region)

3)必要時間敢

4)休漁場面

･2時間

･新採用の鹿寮解職封が地震対熊を食せられ､東京の他者に

ついて湘ぺ､最後に対策を考えてみる｡

5)教材 ･資料､､*印はスへ〇一ス不足の額合削除可
図 1:東京23区の白地図

文音1:東額の地形

文番2:東京の他薦災藩の歴史

*図2:関東地顔時の兼度分布

図3:東額の現状 &,人口密度 b,展夜間人口比串 C,蛮地両横比率 d.木造串

*e,エ旬 ･作業所 ･鉱薬所比串
図4:池井に関する地域危執度の井出方法

義 1:区別危吸塵の轟

轟2:被奮想定

6)学習括動

導入 :束瀦23区域の地理を知ろう｡

①発令の地形を奴明した文専 1を親む｡

⑳文書中にある次の河川および皇居の位定を図 1の自地図上で柾放し着色させる｡

河川 (青色) :義田川､中川､江戸川､荒川

主要地点 (赤色) :皇居 (東寮歌)

⑳兼併の ｢東京低地｣と西部の r山の手台地｣からなる地形であることを文脊 lの

地図を援用しなから醸成する｡

境界は塵居 (東爵釈)及び南北に走る京浜東北線付近

展開 1:油壷の東索の地耕災番について文番2から帝べる｡

①1615年から1923年の闇､大規模な地番は平均何年に1回尭生しているか｡

308年間に6回であるため平均すれば約50年に1回｡

②地濃の原因には2つのタイプがあるが何か｡

｢プレー ト断層地顔｣と r直下型他者｣

- i-
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⑳閑鹿他藩について特に網ぺよ｡

･図2の鶴度分布と地形の関係は｡

東栄低地では鮮度が大きかった｡

･閑曳他部の被番の特色は何だったか｡

火災による死者か多かった｡

展開 2:現在の東京の現状から､地番災寓を考える｡

①寛解の現状を示した図3から ｢どんな危険か､特にどんな筋で想定されるか｣考

える｡

⑳東京都が行っている危険度想定の手続きを図3で破戒する｡

(診危険度想定の分布図を1枚作成する｡

表1を実科に､どれか1つの危険度を図 1の白地図に着色し分布を健羅する｡

a建物危険度 b火災危険度 C人的危険度 d遭難危険度

⑳作成 した危険度分布図と被番想定塵 (轟2)を元に想定される地欝被寓を考える｡

まとめ :東栄が地銀対韓として行うべきことについて考え紙し合う｡

一之-
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解 答 月弓 紙

阜阜 ______範___二二=:蚤晩冬ー_____ー_∴_一,∴二∴ _:_____TT

l､東栄の地形についてまとめてみよ｡

2､16)5年から1923年の間,大規模な地発は平均 して何年に1回先生しているか｡

3､東薪の地震の原因には2つのタイプがある｡ 2つを答えよ｡

'｢-

4､師発砲灘の濃度分布と地形の関係について述べよ｡

5､開発地藤の披番の特色は何だったか｡

6､東食の現況を示した圏から rどんな危敗が､特にどんな所で想定される｣述べよ｡

7､東京番の井出した､区別の危険度想定図を着色完成させよ｡

凡例 :危険度4以上 :蘇

3以上 :書レンシ◆

2以上 :煎色

1以上 :水色

1未満 :育

8､作成した危険度分布園と披菌類定義を元に､想定される地点被番を考えよ｡

9､東京の地鱒対束として行うべき串を考えよ｡

-1-
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U･S･･JapanGeographyTeacflerSHiroshjmaSummInstitute1995

chapter1Popu一ationGeography

Section4ImpactofEarthquakesinUrbanArea

BackbornText

TakashiS川MURA
NIIGATA-MSHIHIGHSCHOOL

4699.UCHINO-SEK旧人MIGATA-SHJ,
NllGATA-KEN,950-21.JAPAN
PHONE025-262-1561
FAX 025--261-3902

Japan aJldthesurroundingseaareacoveraboutI/200oftheearth
surface,butaboutIo鮪oftheworld-searthquakesoccurinthisarea.Japan
isanearthquakecountry.Thenumbervaries,butbetween500wd1000
earthquakesocc∬inayearwhieharestrongenough tobefelt,and
earthquakesstrongenoughtocauseseriousdam ge∝curroughlyoncein
everytwoyears.

ThereasonwhytherearesomanyearthquakesinJapanisexplained

bytheplatetectonicstheoryasfollows.AttheedgeoftheEurasianplate,
thePacificwdthePhilippineplatessubside,andthethreeplatesmeet

nearTokyo.AstheJapaLneSeArchipelagoislocatedwherethethreeplates
runagamsteachother,thereareactivecrustalmovementsbeneathit,
whichcreatesmWymaJOrearthquakesandvolcanoes.

Fig.i

Topographicauy,about7Woofthelandconsistsofmountainsandhius･Fig.5
Manypeopleliveoncoastalflatlandsorinbasinsandvalleysin

mountainousreglOnSOftherenはInlng3Wo.Majordtiesarelocatedon
alluvialplainsnearseashores.TraditionalJapanesehouseswereone-or Fig.6
two-storiedwoodenones,usmg血eabundantwoodpmvidedbythe

mountainforests･Mostmodernhousesarealsoofthistype･Therefore･ photo1
damagefromearthquakesincludesthecouapseofhousescausedby photo2

shakingaswellasrlreS,tSunami･-ddaJnagefromliLndshdes･ Table1Photo3
Photo4

Tokyosufferedseveralmajorearthquakesinthepast.TheGreatKbnto
Earthquakewhichoccurredin1923Causedthemostseveredamageinthis

century.AroundnoononSeptember1,an earthquakeofmagmitute7.9

Occurredwithitsepicenterabout80km･southwestofthecenterofTokyo･Fig.4
ThesouthKantoreglOnincludingTokyosufferedanearthquakeof60mthe
JapanMeteorologicalAgencyScale.Thenumberofdeadandmissing
reached140,000,mainlyintheKantoregion.InTokyoalone,thenumber

●

was60,000.IntheeaseofTokyo,rightaftertheearthquake,firesbroke
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outatmorethan 100places,andittookabout48hourstocompletely
extinguishthem.Duringthesehours,theeastemhalfofthecityofTokyo
wasbumtdownandahrgenumberofpeoplewerekilledinthe丘res.

As statedabove,Japanhasmanyearthquakes,Soithaslongbeen
engagedinresearchintoearthquakedamageandpreventivemeasures.
Buildingsmustcomplywithearthquake-resistanceregulations.Until1963
whenthetechnologywasdevelopedtoconstructhigh-risebuildings
capableofwithstandingearthquakes"theheightofbu止dingswas

restrictedtoabout31meters.TheJapanSeismologySociety,W山ehwas
establisedin1880,wastheworldlsfirstacademicsocietytospecializein

seismology.Todayresearchonearthquakepredic也onissupportedata
na也onallevel.

Table2

Moreover,rapidurbamiza也onsince1960hascreatednewtypesof
potentialearthquakedarrnge.Deltasandh山areas,whichwouldnothave
beenusedinthepast,havebeenbuilton.Urbanlifestylesnowdependon
"lifdine''supplysystems,andsprawlingresidendaldistrictshavebeen
constructedinremoteregionsWhichrequlrelong-distancecom u也ng･
Despitethis,andwiththeconstwtthreatofanotherearthquakeaslargeas
theGreat臨ntOEarthquake,Tokyostillremainsthecapitalofthecountry
andJapan'slargestmetropohs.WhatwouldbecomeofTokyo,ifasevere
earthquakestruckit?Whatshouldwelean ffomtheearthquakedaLrrnge
inthepast?Howshouldwepreventfuturedamage?ロ
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trriHlt.rlTrtIIL■い11l
-r -- .ik雄

llilくけgI.7
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探 究旭81川'rISt'1洲 k i."ld｡l(LL.CPtlarthqL-･lkes)

tlakuno(1992)p.19

世界の 7'レー ト分布 ('Jこl̀川17'IJり/J･7'レー トを.1:如 とし/ことさの.?,プレー トg)拙如C,)仰 .'H/.J十日

WorldmiPOrmJtQ'【rU州 pJateS r沓そ..tl',紘- J･.日日吸出 :かiしい地).･F比 '(''.･弛ノ川il.

Fig･3 霊 .;(.F.慧 慧 ':lt:器 柵

【彰 fj丈雌 -J J･ul城 LIl:tJ'rし い 他 L.*帆 打 破 tLfF l-1.;i 恥 kuno(1992)_p.20



Table1
日本の主/j鴫藤I:よる死者数と･'tの僚封 恥m beH Eld l叫 0tCOuS eS Of dea伽 dtJelo ea州 印 akesLnJapn

脊微(東海 .韓線) /Ansei-Tat一iaAn5eト的仙&.i 185JE i 多放 く大憂慮) /hf)ylGre一tTsufは■i)

手戟江戸 /▲nsei-EdO 185～ 7 6.0的以上 (大火災) /ーO.r〇一h抑 6.880(Greatーir●)
義鳥 /垢bi lHl i､8 T,S的 (建場射場 .大別 /一.81日 StTuCtU一一le011-PSe.Fir○).
三曝沖(離濃) /SAnri*u-OtitrTsuM■i) l宇部 8.5 27.000以上 (大揮錬) /払rethATl王7.叫0(6reJtTs仙Jli)

叫蒙嶋雷(.大貫災) /hJ)ta.cr●AthTtI右 1921 7.9 i一o.800以上 (大火) /一orモthi71148一808(Cre一lFire)

北丹後 /lib-T抑gO 192ー 7.3 2.90ロ以上 (火災) /ーorethAnl_908(Fire)

三尊iO､(轟*) /SITIrih-OtiトTS心仙Ii1 1933 Ll. 1.的O以上 (大嬢練) /ーoreth約 3.808(GreltTsu力1■i)

鼻や /TOttori l叫3 7.Z Jaltd88(建物桝嶋.) /AbuH .088(StrtActurll.Colla岬 )

蒙爾串 /TaJtlQhi 1,〟 I.9 釣 1.880(薄轟) /AboutL的0tTsm&Ii)

三河 /ーilJYl l糾5 7.I 杓 Z.○○0(鷺祷鋼壌) /AboLlt2.008(StnltttJral~Coll叩SJJ

由蔦 /恥山 i 1糾i LO 釣 l.184(韓薗) /AboupliJC0(TstmJLIi)

JL井 /FutLli 1943 一.I 杓 ユ.9○8(火災) /About3.988げire)

薪綱 /Hii糾tl 1961 一.5 26(,卜繍繍) /26(SIlllTsutlati)

十■沖 /Tohch卜Oti 196J 丁.～I 52(小藩義一 /～2(Stalltsumti)

伊豆単I沖 /IZu一触zlti-Oti t971一 -.～ 30(慶撫九 .山崩れ) /10(LIndslidや)
伊豆大轟近海 /ー川-85hi●A-tifIhi l9T‡ 一〇 は く康崩れ.山嘱れ) /i6(Latldsli加)

塘饗に上る死者は､火炎か韓鰻が虐こらIiIナflは弗鷺に少flい.
(ThentJ+herotdeathsisustJlHJSt8日 unlessfireort別nuioccursJ
火災は､ある速度の広さが､ある握4:以上の尊さ日暮l義覆:ト 1)で搾れた場合に塩さる.
(seyer●fireOCCtJrSOnlythen= oれSiderably'id81re= ibratesstrongly.Jh seiS暮icintensity6orH

Hakuno(1992)p,120

日本付近で大地震･中也JPの発生すもとこう
Fig.4A,e粥.,れe,C.,.9.… 如,U.nea'lhquakes∝肘掛 oJ榊 n
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春草文献二心山地 1.地裁.*-.京大早出敬鋸

馳kuno(1992)p.21
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Fig.5 Trewartha(1965)p.23

u Jt二g):ill/..･T,1'.JIJ'のLJ)イtJ'日98叫:I)

rig.6 Disutributionofmaincities40
:yamamum ed.(1986)p･122

(山t川 lA')
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Ta.ble2: tlistDryOfCcwtezleaBurCS昭aiASt.brthquakeDis胆treS
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.F
.
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-
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I
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最近の日本では建物崩壊による死者はゼロ

H本のL'ルC1郎'6.iMuJf-･1.糾こ高いの

で.ペら{･/I,二に紬ilLることLIIlとんと
rJいト崩tLf=として1,.このrJf良のよう

J lこI肺15日LJ'つぶ･itることがIlと人どで

A ,1,,:,r般経の二的 1日1どで.L･ILかつ.;=Lt

蛮近の日本では呼物崩頓lニよう死郵I0

Photo2 Hakuno(1992)p.63

Nord～uAh.p～Frorn ～lru(tu,aJ(oHJP～r
lnJdPJn.reくtLnlIy

ゆっくり博科したア/i-ト

木垂叢屋の密集する東京世田谷区

開発大鼓災当時 (1923年)には.世ul

谷村であっT=現在の東京載せuI谷区札

熟二次世界大戦で挽けrJかっ1=ことt.あ

り.適格が鉄く,消防自動車の入れfJい

地区も多い｡ま(I,この写食のように木

造家屋が密集している1=わ,地農後火災

か心配されている.

HishJyconc帥trateJwooJ帥 houses
inSelasaya.Tokyo
tnWorldlWarlJ,nobombil唱 rAiJs
havehcen madeon Sela伊yaWard,
Tokyo, whkh was once called
~Selagaya Village竹 wh帥 Ihe Crea暮
KanldEarthquakeor19230ccurred･
The nArrOt～ roadshardly allow the

pASSaSeOrr.reen革.nesthroughmostor
theareiLS,JtworrleSmelhJILfiresafter

anearthquakemightbreakotJtbecause
woodeTlhousess一anJc)osctogelhcrin

lhe虻areaSaSyouCan詑eintheph0-0･

一丁紳-

て牝7..〟.L4'.1=ことはない..帆/JとU)~卜に
入っていtuir日がLLない｡ 'lllf1.は仙台
ih'御ql();))Lチ,lう)の帳.･!;.｡
･(宮城鵬沖旭孤.tL)7.1ff-～)

NoraSUaltiesfromsfTLlでIuraJColhpse

h Japan,rcLrenlly

Jalm ･･･､bel…･Htl" tit, Jrぐ 与OrC･Sista'll
a6a"～-earth.1日dk,- h'-Itht･)･A,.Td.(･Jy
coHapstl･anJ - I.I .rHte (.oHdPbe
shouldhapFXrl.=OOntfhasl- nkiJleJ
foHhetasI洲 Y仙rS.1′いIJSt!Idom get

Jn)ured st?一ongaSy･OtJhi･iryourSCIl
tJnderadL･SLIThisisLl-e山rMgein
Oroshi･Ch('､SrmJalCity･riIi.t･ogi-N叶
0tiEQrtJlqLJOk(I.Jopon.I978)

ゆっくり傾斜したアバ- ト

川岸町という町名からい )JJ･るよ･)に.

侶池川の運んでき/二ゆるい砂地磐が地薪

によって液状化Lf=｡ほい杭を打(,込ん

でいfJかっ/=7,,'- ト厨は大きく特科L

てしまっ/=｡しかし.絶てLhかるよう

に7J<- トの敬lこIi亀架ひとつ人1てい

ない｡これは.竣物が赦しい鼓動で傾斜

したのではrJ:く.ゆっくり時間 (作付の
話で1110分IJJl推唯)をかりて蛾糾しI=こ
とi･示している｡Lf=IJ.'つて. 1人のrl
儒者も出ていrJい｡ 畑i7iS他乱 1～削 'il

ApartmenlbuildinS日暮silow暮y

AswecanguCSゝ From th.･･nameoT
tIle lown,Kawagishi-cho (Rivcrsidt･
Tow-IinF:ngIJSい,thegpo"一一tHsmad.A
or sollandIoosesoifcarriedh)Ithe
ShinAnO Ri､･pr･ This groL.nd wa卓
liquefied due t(, thC edrthquakt･･
Apa,tmenlhousesw山10utLongpiJc-,
(ourldalio‖inぐI川t･d きel七rt･1ト Ru1, .,I,

youcdnscf,,.lh州:ar°n･…ratTksonlltr

wallsortheht･ustu-Th｡5.,tMildings
t･e托 nOLincl-Tdhystll･ert･Vlbratiort

bulbysort..･nlnt;Or-hegrounddl化lo
liqueracLion･The i-JClination look a

longli-nc(aboutLenminut･･saccording
lolheresidenls),Therefore.IhertTWerf･
noyic一imsinthiscast.

(〟晦CEOEo,tJIqJLOkt.JqFWn./96イ)
p̂aTlmerHbl-1IdiTLStiJfs～Iowly

photo 3 恥 kuno(1992) p.123

相 鼓屋の密集Tも轡 田谷区 H'Shly(on脚 ''atd woodenhousesinSdaeaya,Tokyo
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,i,盛砂束の瞬間 【71'氏提供 -:玖川畑
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代川蛇のJ'H.u lit,ミノリ,(如A''JL J'り ん
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Photo 4 Hakuno ( 1992) p . 13 2

好物の被等 とライフラインの惟能格等の比較
Table3

ノ ーノ ■一 ナ ち 二一
T 4 一 一 ･.
一JJン･て⊥ ご : ･一一一一-

/ = 1-i_ ∵ 二.こ / -
･J ⊥ 二二 ここ-

rl.t.日 日11(･nl‖1tllヽ l… 日日･llJ･､LLHl

Tht!rnorTlt!nlthttt～unJmiJtlJCkeLd

l･暮ll･l一一暮･ll､､- ･,"･･l･ll- ･lrth IIL･･
Il.I.1… -I..7.)汁.I,h,n ＼Llt.II'ltイー･.tHt'▲
rl･i/M ･rlJJ1-().uLfuJILI,I/II/"IILt･JI)(,tl,1/肌 り

Compatt～0れOldam叫elobu仙ngsandlolJlelln=ySleml

地 署 名HteOftheEArthqua一e 尭生年Year 7,一二fl-ドlh卯itude 人的被晋 !NulunLO叫 8uPldTngs慨 S紘 禁,～ 亀.気 IelectrlCSllpply 水 道YaterSupply ガ スCasSupply

日本海中藤群ihoー卜Lai-ChtJbu 1983 7.7 I!中破嘗10ti的derlteXtXXl IX X

苫竣県沖一iyAgi-lef)-Oti l978 I 7一4 2名書遥F,票.iX量XiXl × ×

伊豆う莞畿 i."_.i舶 i tm8 iI 7.0 l 26 !地霊輿 昌 x X !l X 王 -

大分県中身OhitA-Ken-ChllblI 19ーS 6.4It o: 中破嘗 i iKodet叫 X X X Ix It -

伊豆半島沖lzu-HJntる-oti Iu 1 6 . 9 30 局 ek,yte 蔓x i △ X X X

差 潮 is轟 cne,=ohsm .1=yI:abSfqisr叫 ･I
(TheseryICegasnotdisruptedbecAtJSethearealShrfloAthe印icenteroLtheearthquake)

-:ガスシステLがfjかっ(:(ILLthisareaand▲lthattiale.therefasnO官ISSupplysv朱IA- ～

Hakuno(1992)p.141
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tivities:Chapter1Section4

EarthquakeDama9einTokyo

1.Background

StudythevulnerabilityofTokyotoearthquakesandpossibledam age
fromanearthquakedisasteroftodayandconsidercounterplans,basedon

naturalcondibonsinthe23Tokyowardsandonthedamagecausedbythe

GreatKmtoEarthquake.

2.Objecdves

(1)TounderstandwhyTokyoishitbymanyearthquakes.(place)

(Z)TounderstandtherelationshipsbetweenTokyo'Stopographyand

earthquakedamage.(relationships)

(3)Toforecastearthquakedam agetoTokyoinitspresent.state.
(region)

(4)ToconsidermeasuresthatTokyoshouldtakeagainstearthquakes.

(region)

3.Requiredtime
Twohours

4.Situation

ApersonnewlyemployedbytheTokyogovernmenthasbeen

assignedtoproduceplansforearthquakecountermeasures.Hestudies

Tokyoearthquakesandconsidersmeasuresagalnitanearthquake.
●

5.Materials

(～-markedonescan bedeletedincaseoflackofspace)

Figure1:BlankmapofTokyo-S23wards

D∝umentl'.LandFormsandSubsurfaceGeologylnTokyo
Document2:AShortHistoryofEarthquakeDisastersinTokyo

*Figure2:SeismicIntensityDistributionattheGreatKantoEarthquake

Figure3:PresentStatusofTokyo･

a.PopuladonDensity

b.PopulationRadosofDaydmeandNighHime

c.RadoofUnoccupiedground
d.RaboofWoodenBuildings
★C.RadoofFactoriesandWorkshops
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Figure4:FlowDiagram ofEarthquakeVulnerability

Table1:VulnerabilityRadngbylndividualWards

Table2:CalculatedDam ageoftheExpectedEarthquake

6.Activities

btroducdon:Let'Slean about山etopographyofTokyo'S23wards.i_■..■....一二二一i▲■iここ======:==============:===========:====

(1)ReadD∝ument1whichexpla山sTokyo-stopography.

(2)LocatethefouowingriversandtheImperialPalacewhichare

menboned血D∝ument1onFigure1,andcolor血em.
Rivers(blue):TheSumida,Naka,Edo,andAraRivers

Mainpoints(red):ImperialPalaceURTokyoStation)

(3)NolethattopographicallyTokyocomprisestheeasternTokyo

Lowlandand也ewesternYamanoteUpland,using山emapin
Document1.

(TheboundaryistheImperialPalace(JRTokyoStation)andthe

KeihinTohokuRailwayLinewhichrunsnorthtosouth.

g e=主ppnlenL圭StudypastearthquakedisastersinTokyoinD∝ument2.

(1)From1615to1923,howoftendidamajorearthquakeoccur

average?

(Sixbigearthquakesoccu汀edduringthe308years,soaboutonce

every50yearsonaverage.)
(2)Whatarethetwotypesofearthquakecauses?

('ftransform faulttype"aLnd'Tdirecl-hiHype")

(3)StudyspecificallyabouttheGreatKantoEarthquake.

a.Whataretherelationshipsbetweentheintensitydistributionof

Figure2andthetopography?

(Theintensitywasgreater山地eTokyoLowland)

b.Whatare也efeaturesofitsdamage?

(Fireclaimedalargenumberoflives.)

Development2:Thinkofearthquakedisasters,consideringthepresent

statusorTokyo.

(1)Thinkwhatkindofdangerscan beexpectedinwhatplaces,

refe汀ingtoFigure3.

(2)ConarmthevulnerabilityofTokyobystudyingtheearthquake

dam ageflowdiagram

(F･'gu位4)thaHheTokyoMetropolitanGovernmentmade･
45
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(3)Makeonedistributionmapofvulnerabilityofexpected
eartbquakes.

Colorthevulnerabilitiesofoneofthebelowontheblankmap

(Figure1),andconarmitsdistribution,usingthedatagivenon
Tablel.

a.buildingrisk b.firerisk
c.humanrisk d.evacuationrisk

(4)Considerexpectedearthquakedamage,basedonthevuherability

distributionmapandtheVulnerabilityRatingbylndividuaiWards
(Table2).

Conclusion:DiscusswhatmeasuresTokyoshouldtakeagamstpossible

ear血quakes.

46
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Fig･】:Blankmap of Tokyo 23yards
:Kurasaya(1986)a ppendix
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LandEormsand-substJrfacegeology

TopographicconditionsofTokyoateCharac･
terized by two differentJandrorms;the
YamanoteUplandandtlleTokyoLowland.The
YamanoleUpJandis20to50∩jnheightand
consistsofterraces_Thehighestterraceisa
coastalplainwhichwasformedduringthelast
interglacialage.Lowerterracesarecomposedof
alluviaJfanswhichdissectedthehighestterrace
assealevdloweredtowardtheJaslglacialage.
TheTokyoLowlandwasoneoftheinkLs
whichwerelocatedaroundTokyoBay6,000
yearsB.P.atthehigheststageofseaIevelofthe
postglaciaHransgression.Thein一etwasburied
bydellaicdepositssuppliedbythe九raRiver,
ToneRiverandalsootherrivers.Inaddition,the
southernpartofもheTokyoLow)andwasen-
largedbyreclama【ionafterthe16thcentury.Be-
causetheTokyoLowlandiscomposedora
ddtaiclowlalldandreclaimedland,i【soriginal
groundheightisJessthan2m,

" '､Thedeltaicmaterialsdepositedintheinletare
IofRecentgeologicalage,whichmeanstheJalest
PleistocenetoHolocenestrataformedafterthe

loweststandofsealevelbetween15,000and
20,000yearsa.P.Theyaredividedintotwo
members,upperandlower,byasandyinterca-

lationatadepthor20to40m.Li一horaciesor
thelowermemberarecharacterizedbya】ternate
layersorsandandclay.Incontrast,theupper
memberiscomposedorahomogeneousthick
clayeylayeroverlainbyasandyIayer.Theclayey
hyerisverysoftandthesandylayerisloose.
ThethicknessandthelithofaciesoftheRecent

formalionareaffectedbytheburiedtopography
beneaththem.Theburied(opographycanbe
classifiedintothreetypes;twoburiedabrasion
pJatforms,)0mand20to30mindepth;two
buriedriverterraces,30mand40to50min
depth･,andaburiedvalleyfloor60to70min
depth.Thedeepcslburiedvalleymoorislocated
inthecentralpartoftheTokyoLowlandwhilst
theburiedabrasionplatformsFringetheuplands.
Theburiedriverterracesdevelopbetween【hebu-
ricdyaJIeymoorsandtheburiedabrasionplaL-
roTmS.Thatis,theRecentforma(ionisthickest
inthecentralpartoftheTokyoLowlandand
becomesthinnertowardtheperiphery.
Detaileddiscussiononthesedimentaryhisto-

ryanddistributionoltheRecentformation
aroundTokyoBaywasdonebyMATSUDA

()974)andKAIZUKAetaL()977).

ThreebigriversnowovertheTokyoLowland
andintoTokyoBay.OneistheAraRiverand
theothertwoaretheNakaandEdoRivers.The
lowestreachoftheAraRiveriscalledtheSumi-
daRiver.～TheNakaaJldEdoRi寸ers'心erethe
IbwerreathoftheToneRiveruntiH621,when
tllenowintheToneRiverwasdirectedeasHo

thePacificOcean(MATSUURA,1989).Figure1
showsriversandcanalsontheTokyoLowland
inthe1880'S.SeveralsheetsoftheHJL'nsok〟Z〟",

whichwasthefirstformaltopo名rahicmappub-
lishedinJapan,wereconsultedtomakethe
r)Sure.
ThelmperiaJPalace,whichwastheformer
EdoCastle,islocatedattheeasternedgeofthe
YamanoteUpland.Adenselybu主)トupareade-
velopedalongtheSumidaRiveraTldwascom-
posedofresidentialwoodenhousesandfacilities
forcommercialactivities.Anetworkofcanals

existedro√shiplransporlation.Mostortile
TokyoLowlandwasusedforagrictJlture,Pad-
dyFie)dsoccupiedabroadareaalongwithscaト
teredsmallviHages.

.TokyoLo､vlandinthe1880'S･
I:D仰SelybtJihILIParea;2:YamarIo-eUpland(west).ShtmorusaUp･
一andleast):i:SmaHTiVelSandcanals･
C･.llllPで,IaIJ'al斗ヾ <

Document1:LandfornsandsubsurfacegeologyofTokyo

:Hatsuda(1990)pp.log-110
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Document 2･.A Sh ort historyof earth quake disasters in Tokyo
:Hatsuda(1990)pp.111-112

UsAMI(1976)detected37earthquakeswhich
shookTokyoatanintensltyOf50rmoreonthe
JapanMeteorologicalAgency(JMA)Scalebe-
tween1595and1975.Anintensityor50nthe

JMAScaleisnearlyequallothatof80nthe
Modir)edMercalli'sScale.Amongthe37earth-

quakes,the6earthquakesor1615,1649,1703
(theGenrokuEarthquake),1855(theAnseiEdo
Earthquake),1894and1923(theGreatKanto
Earthquake)respectivelyrecorededanintensity
of60mtheJMAScaleandcauseddeaths,inJu-

riesanddestructionorbuildings(Table1)･J}ー

MajorearthquakesintheKantoareausually
orlglnateinandaroundthetransformfautlalong
theeasternedgeoftheSagami Trough,which
stretchesfromSagamiBaytothewaterssouth
oftheBosoPeninsula.Themagnitude(M)orthe
GenrokuEarthquakeor1703was8.20nthe
RichterScaleandthatoftheGreatKantoEarth-

quakewas7.9.Theseearthquakesarecalled
HtransrormraulHypeearthquakes",
TheAnseiEdoEarthquake(M-6.9),andthe
earthquakesof1615(M'-6,4),1649(M-7.I)
and1894(M-7.0)Werelessinintensitythanthe
transformfaulttypeearthquakes.Nonetheless,
theyinnicteddevasla一lngdamageonTokyobe-
causetheirfTociweredirectlyunderthemetropo-
lis.Suchearthquakesarecalled"direct-hittype
earthquakesH(NAKANOandMATSUDA,1984)I
DamagewasespeciallyextensiveintheApsei
EdoEarthquake.of1855andtheGreatKanto
Earthquakeof1923_AboutlOqoofdwelling
housesweredestroyedandthenumberorpeo-

plewhowerecmshedtodeathbycollapsedstruc-
turesreachedabout10,000in1855.About50
ri一esbrokeoutandbumt220haofadryarea.
Thevictimsoffires.however,werenotlargein

number(TAJIMEeta1.,1977)∫

TheQ聯 !,,PantoEarthquakeclaimedthelar一
gestnumberordeathsanddamageevercaused
byanaturaldisasterinJapan･Whilethetotal
llumberordeadandmisslr唱 reaChedabout

143,㈱ ,abouH04,000peoplewerelistedasin-

jured.Approximately128.000structureswere

demolishedbytheshockandasmanyas447,000
stTuClureSWerelostinrLreS(ImperialEarthquake
InvestigationCommittee.1925a).
Tokyowasespeciallydamagedbyfires.Soon
arleHheshock,129Firesbrokeoutsimultane-

ollSly,and760rwhichspreadoverlargearea.
TheycontinuedtorageFor40hours,Scorching
44%orthecityarea.About60,0α)people(2.4%
OrlhetotalpopulationorTokyoCity)werelost,
andabout366,000dweHinghouseswereburnt
out.Firesweretob)amefor98%ofdestroyed
houses.

ThecausesordeathlVCreClarifiedFor58,481

persons･ThemajonLy.89.2%.wereburnHO
death.Although 9.2%orthemweredrowned,
mostofthedrownedpersonsdivedintothewater
inordertoescapeFromtheri一es.Thenumber
orpeoplewhowerecrushedtodeathwasonly
788,equaling1.3q/o(ImperialEarthquakeInves-
tigationCommittee,1925b).

EanhquakesthathaveshakenTokyoaltheintensityofVtontheJMAScalednce160 ･

DateofOccurrence

26.6.1615.
30.7.1649.
31.12.1703.

ll.ll.1855.

20.6.1894.

I.9.1923.

Type Masnilude(M)

D.H.T. 6.4
D.H.T.
T.F.T.

D.H,T.

D.H.T.

T,F.T.

1
4
9

0

Q
ノ

7
8
人
V
7

7

NumberorDead NumberofLostHouses

Many
Marly
Many

ca.I4,000
22

60.Ilo

D.M.T.:direct-hittyTME;T･FIT･:lTnaSformraulllyIX･
NumtHETOldcBd的dbstho恥Gaper∝OrdcdintheoldTokyoCitya.CaOnI}t･
DataSource:UŝNlIt976ll山 Imfd al血 ･thqu如 InvestiBalionCornmillCC()9254)･
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如東地取のときの諜度分力;('･-1･川 幅･1925より)I･ut,瓜は他韻軸の現
大加速虻J/･鑑))の加速姥の糾･PQ'く･らいあったか酬た,足したもののJ.ラ
である･現在の東銀tlこ誠鑑描出でいえは･30%内外は荘度Ⅵ (畑軌
20t15･10%は罷妊V (唖'&)に入る･この芯掛i･jI良凹境串 (61回
参照)や鼓範の状況ならびに糸遊観測から推定して掛 ､(=ものである.
うすずみ11台他.台地の讃齢 110%J勺外.

Fig･2:Seismicintens ity distribution at theG reat Kanto Earthquake
:Kai Euk8(1979)p.14

i representes dergeeof seismic intensity
againstg aravityacceler ation

30苫 JapaniSeintensity HodifiedHercalli
SCale;0-Ⅶ ⅠntensityScale:0-12

Ⅵ 9-10
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Fig.4:PloyDi8graJ)OfEarthquakeVulnerabilityAssesment

XatBuda(1993)
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Table2 VulnerabilityRatingbyindividualv&rdS

ward uilding ire umann Vacuationombined ombinedisk isk isk isk ulnerabilityl ulnerability2
lChiyoda 1.5i 1.6 3.5 2.1 1.7 3
2Chuo 1.9 1.8 3.1 2.4 2.1 3
3Hinato 1.4 1.4 1.9 1.8 1,6 2.1
4Shinjyuku 2.9 2.4 3,7 2.5 2.8 3.3
5Bunkyo 2.8 2.5 3.4 2 2.9 3
6Taito 3.7 2.3 3.8 2.8 3.3 3.5
7Sumida 3.4 3.1 3,1 2.3 3.4 2.9
8Koto 1.7 1.7 1.8 1.5 1.8 1.8
9ShinagaVa 2.3 2.1 2.3 2.6 2.3 2.7
10Meguro 1.8 2.2 1.6 2.8 2.2 2.5
110ta 2.2 2 1.9 2.1 2.3 2.2
12 Setagaya 1.7 1.6 1,6 2.1 1.9 2.1
13Shibua 1.9 1.9 2.6 2.5 2.2 2.8
14Nakano 3.3 3 3.3 3.2 3.4 3.5
15SuginaJni 2.8 2.6 2.5 2.8 3 2.9
16Toshima 3.1 2.9 3.5 3 3.2 3.6
17Kita 3 2.5 2.8 1.9 3 2.6
18Arakawa 3.41 3 2.8 2.6 3.4 2.9
19Itabashi 2.4 2.2 2.4 2.3 2.5 2.5
20Nerima 2.3 1.8 2 2.6 2.3 2.6
21Adachi 2.5 1.9 2 1｣8 2.4 2.2
22Katsushika 2.7 2.4 2 2.1 2.8 2.3
23Edogava 2.4 1.8 1.7 2.2 2.3 2.2
Ward total 2.3 2.1 2.2 2.2 2.4 2.5
City&ToVntotal 1.2 1.5 1.1Z 1.3 1.5 1.3

ー Tokyototal 1.8 1.8 1.7f 1.8 2 1.9

Toky,oMetropolitanGovernment(1993)pp･24-25
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RESPONCE SHEET

CLASS NO. NA拙E

1､ SunJnarizet hetopographyof Toky023yards,

2､Fro屯1615to1923,howoftendida瓜ajorearthquakeoccuronaverage?

3､TherearetwotypesoferthquakecausesatTotyo.Whatarethetwotypes

ofeathquakecauses?

4､WhataretherelationshipsbetweentheintensitydistributionoftheGreat

XantoEarthquakeandthetopography?

5､WhatarethefeaturesoftheGreatKantoEarthquakelsdamage?

6､ThinkThatkindofdangerscaTlbcexpectedinwhatplaces,refferingto

SelectedFigure'sma血e Figure3(thepresent

statlJSOfTokyo).

7､ぬkeonedistribution81apOfvulTlerabilityofexpectedearthquakes.

caption 4こく:re･d

risk 3-4:orange

2-3:yellow

l-2:lightblue

く=1:blue

8､Cot)siderexpectedeathquakedamage.basedonthevulllerability

distribution血apaZldtheVulnerabilityRatingbylndividualWards(Table2).

9､Discussyhat机ea-soresTokyoshotlldtakeagainstpossibleeartquakes.
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